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1。　 ま え が き

　鉄 筋 コ ン ク リ ート （RC ）の 非 弾 牲 挙 動 に 関 す る 多 次 元 解析 を 行 うた め に は ，多 軸 応 力 下 の コ ン ク リ ートの 応 力

（σ ）
一

ひ ず み （ e ）関 係 （構 成 関 係 ） 並 び に 破 壊 条 件 に 関 す る 知 識 が 不 可 欠 で あ b，近 年 ，多 方 面 か らの 検 討 が 行

わ れ つ つ あ る
1〕・z）i3 ）。しか しなが ら，従 来 ，破 壊 条 件 式 k・よ び 応 力 上昇 域 の 構 成 関 係 式 に つ い て は 比 較 的 多 くの 研

究 が み られ る も の の ，応 力 下 降 域 の 変 形 挙 動 に 関 す る 研 究
4 ）・5 ，

は 極 め て 少 な く，今 後 の 重 要 な 課 題 で あ る と さ れ

て い る
1
も先

3）
に 報 告 した よ うに ，例 え ば 帯 筋 に よ って 横 拘 束を 受 け る コ ン ク リ

ー
トや 鋼 繊 維 補 強 コ y ク リ

ー1 の

圧 縮 靱 性 改 善 効 果 は ，主 に 臨界 応 力 度 以 後 の コン ク リ
ート の 体 積 膨 張 が 帯 筋 や 鋼繊 維 に よ っ て 横 拘 束 さ れ る こ と

に 起 因 す る もの と考 え られ る が ，こ れ ら の コ ン ク リ
ート の 塑 性 変 形 挙 動 を解 析 的 に 求 め る に は ，比 較 的 低 側 圧 下

に ある コ ン ク リ
ー

トの 応 力 下 降 域 の 構 成 関 係 に 関 す　裹
＿1 　端 面 拘 束 実 験 の 橿 要

る 情 報 を 得 る こ と が 極 め て 重 要 と な る。

　 本 研 究 で は ，1 軸 圧 縮 並 びに 多 軸 圧 縮 荷 重 下 の コ

ン ク リ
ー

ト の 応 力 下 降 域 に お け る 変 形 挙 動 の 解 明 を

目的 と して ，と くに端 面 摩擦 ，供 試 体 形 状，横 拘 束

形 式 （分 離 型 と
一様 型 ）な どの 要 因 が ，1 軸 並 び に

3 軸 圧 縮 下 の ユ ン ク リ
ート の 塑 性 変 形 挙 動 に 及 ぼ す

影 響 に つ い て 実 験 的 に 検 討 す る 。

2．端 面 拘 束 実 験

2．1 実 験 方 法 　 　 　 　 　 　 　 　 　
［嘸 ユ1：黔。ll誕 灘

5
。藩lllξ1欝習器 1鷲認 ξ諮   、

。

罫 1。1・艶
　実 験 の 概 要 を 表 一1 に 示 す 。 実 験 要 因 と し て は ，　　　 ll　l辮 

c ； ［yl」nde 「 ’HC：Cyls ”det　c°nfined 　by　h°°ps
　

at 褫 ends ’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 褒一2 　 鋼 輪 の 力 学 性 質
水 セ メ ン ト 比 （W ／C ），供 試 体 の 高 さ

一
直 径 比 （H ／D ），端 面 摩 擦 （μ ）お よ び 端

面 拘 束 の た め の 鋼 輪 の 厚 さ
・
幅 （tXb ） を 取 b 上 げ た。

　 ／）供 試 体 の 製 作 ； 供 試 体 は 所 定 の H ／D を 有す る φ 1    円 柱 体 お よ び鋼 輪
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t：　Thiekness ｝　σy：　O・Zl　Df 「S．et 　POlnt卩　σb ≡

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Breaking 　stres3 ，　ρ：　Elongntion　pereentage
（外 径 101、6   ） 付 円 柱 体 と し ，コ ン ク リ

ート の 製 作 に は 晋 通 セ メ yL

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Load 　　　　　　　 Tilting

川 砂 （粒 径 5   未 満 ）拡 び 川 胼 1」 （粒 径 5 〜15mm ） を 用 欧 。端 面 拘 束

用 に 用 い た 鋼 輪 の 力 学 性 質 を 表
一2 に 示 す e コ ン ク リ

ーb は 縦 打 ち と し，試 　コo皿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o【

Notation 　of
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験 直 前 C 材 令 約 2 ケ 月 ） ま で 養 生 室 内 （ 20 ℃ ，湿 度 80 ％ ）で 養 生 し た。

　 2）載 荷 誇 よ び 測 定 方 法 ： 載 荷 に は 高 剛 性 試 験 機 を使 用 し ，原 則 と し て 供 試

体 の 平 均 ひ ず み が 20 × 10
−3

に 至 る ま で ，ひ ず み 速 度 を 約 2XlO
−3
／ min ．の

一
定 と して 載 荷 を 継 続 した ，

コ ン ク リ
ー

トお よ び 端 面 拘 束 用 鋼 輪 の ひ ず み 測

定 方 法 を 図
一1 に 示 す 。本 研 究 で は 既 往 の 研 究

の
に 基 づ き ，載 荷 端 面 に 黔 い

て 比 較 的 均 等 応 力 分 布 が 期 待 で き る ポ 1丿 プ ロ ピ レ ン と シ リ コ ン グ リ ス の 組 合

せ に よ る 減 摩 パ
ッ ド を 減 摩 材 と し て 用 い た。
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図
一1 　 端 面 拘 束 実 験 の 載 荷 お よ び

　 　 　 ひ ず み 測 定 方 法
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2．2　 実 験 結 果 と そ の 考 察 　 　 　 　 　 　。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ R

　l＞供 試 体 の 破 壊状 況 ； 減 摩 パ ッ ド を 量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ8
用 い た 場 合 の 供 試 体 上 端 面 の ひ び 割 れ 踞

N

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 圉

発 生 状 況 の 一例 お よ び H ／D が 異 な る供 皀 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A

試 体 の 側 面 の 破 壊 状 況 の
一

例 を ，そ れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o

そ れ 写 真
一1 お よ び 写 真 ．．．2 に 示 す。

写 真
一

1 に よれ ば ，端 面 の ひ び 割 れ は

ラ ン ダ ム ，か つ 面 上 に 比 較 的 均 等 に 生

じ て お り，高 ひ ず み 領 域 に 至 る ま で 減

・9 ・
＼ 　　買奮♂

D’55

　 『
）、

丶 ．
　　父 ＼ 一 獲 、

。
　　 ＼　
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＼ 一一一 ＿

　　　轟 遇
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−3

〕

図
一2 　 端 面 摩 櫨 を 藏 じ た 場 含 （μ ≒ 0 ）

　 　 　 の σ 一ε 曲 線 に 及 ほ す 供 試 体 形 状

　 　 　 （ H／ D ）の 影 審 （W ／ C ＝〔）．55 の 場合 〕
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摩 効 果 は 確 保 さ れ た も の と 考 え ら れ る。写 真
一 2 に よ れ ば ，H ／D が 1．25 　淀 呂

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 言
d’

以 下 の 場 合 ，供 試 体 の ほ ぼ 全 領 域 に ひ び 割 れ が 発 生 して い る の に 対 して ，　 登

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 メ
H／ D ＝2 の 供 試 体 で は打 込 み 劃 よ び 載 荷 上 部 に 破 壊 が 集 中 し て い る。　　 曁

　 2）1 軸 圧 縮 下 の a − e 曲 線 に 及 ぼ す 供 試 体 形 状 の 影 響 ； 図
一2 に ，減 摩 　

m

§

パ ッ ドを有 し，か つ 端 面 に鋼 輪 を 持 た k い 供 試 体 の σ
一・

ε 関 係 を 示 す。図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e

に よ れ ば ，応 力 下 降 域 に お け る 耐 荷 能 力 は H ／D の 減 少に 伴 って 増 大 し，と　　
0246s

蟲・四
il

・釜3 ｝
41e ユe

　
2°

く1（　H ／D − O．5 齢 よ び O．75 の 場 合 に そ の 傾 向 が 著 しい 。こ れ は 端 面 摩 擦 が 完
（b
口
）　

H ／ D ＝1 の 場 合

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 3
全 に は ゼ ロ で な い こ と も

一
因 と 思 わ れ る が ，写 真 一2 に も み られ る よ うに．　　 W ／c ．o．s5 　　 停

。・4

H ／ D の ・」、さ 峨 試 体 で は 崩 壊 姪 る ま で に 供 辮 全 嘸 わ た ，て 鋤 の ひ
iH

怖

　 　 　 　 　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．一一一．一．』 毘 」弩1　目

鬻
亅

響 境驚翫鷲識倉鶩麟糠瓢 匿 
γ

気
一

糧
・1

鷺 驚 瓢 鐵 1鷲 轍 望llトマ
｝≦1豊詈

：1
罐瓢鵬 や鵬 霧旛1繁鰍 灘

ε

概1｝÷三」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　 3）1 軸 圧 縮 下 の σ

一e 曲 線 に 及 ぼ す 端 面 拘 束 の 影 響 ： 図
．− 3 （a ）

〜
（c ）は

a 一ε 曲 線 に 及 ぼ す 端 面 拘 束 の 影 響 を 示 しfe　一例 で あ る。図 中 には ，そ れ ぞ

れ の 供 試 体 に つ い て ，上 下 の 拘 束 鋼 輪 の 引 張 降 伏 時 相 当 の 端 面 拘 束 h が

側 面 に
一

様 に か か る も の と し て 求 め た 横 方 向 応 力 度 （以 後 ，等 価 拘 束 応 力

と 呼 ぶ ）を横 軸 に 平 行 な 直 線 で 示 し て あ る。た だ し，降 伏 点 以 前 の 鋼 輪 の

拘 束 応 力 は ．そ れ ぞ れ 右 側 の 縦 軸 の 2 倍 の ス ケ
ー

ル で 描 h て あ る 。等 価 拘

束 応 力 （死 ） は 次式 に よ っ て 算 定 し た 。

　　　　 2t
’　　　　　　　　　　　こ こ に ・

　 a ，．＝　 　 σ s 　 −一一一一一一一一一一（1） t
’− 2bt ／ h ・h ・供 試体の 高さ ・d ・ sueeの 内 径

　　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　t ：鋼輪の 肉厚 ，b ：綱輪 の 幅 ，as ；鋼輪の 円周方向の慰力

　 図
一3 （a ）に よ れ ば ，H／ D ＝ 2 の 供 試 体 の σ ．一・ε 関 係 に 及 ぼ す 端 面 拘 束

の 影 響 は あ ま り顕 著 で は な い 。 こ れ は ，E／D ＝2の 供 試 体 では 端 面 摩 擦 の 影 響

を 受 け な い 領 域 が 供 試 体 中 央 部 に 存 在 す る た め と考 え られ る。一
方 ，

図
一3 （b ），（c ）k・よ び 他 の 本 実 験 結 果 に よ れ ば ，コ

ン ク LJ 一ト の 強 度 レ ペ ノレ に か か わ らず，

H／つ が 1．25以 下 の 場 合 ，1 軸 圧 縮 下 の

σ
一S 曲 線 は 明 らか に 端 面 拘 束 の 影 響 を

受 け ，等 価 拘 束 応 力 が 同 程 度 で あ っ 　 写 真一2

曲
O5

雷

罕い
胃
圉
器
【
訂丶
9N
ご
dr

　
　　
　凵O
　

　
　

　
　障β
　
　

　

　
　同
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O

　 0　　2　　4　　 6　　e　　IG 　l2 　　14　　iE　 18　　2D
　 　 　 　 　 STRn 工N 【 xlO

−］
）

（c ）　 H ／ D ＝O，5 の 場 合

図
一3 　 σ

一
ε 曲 線 に 及 ぼ す 端 面 拘 束 の 彫 響

　 　 　 　 （ W ／C 二〇，55 の 場 合 ）

写真 一1 供 試 体 端 面 の ひ び 割 れ 発 生 状 況

（μ≒ O の 場 合 ）

供 試 体 側 面 の 磯 壊 状 況 （μ ≒ 0 の 場 合 ）
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て も，σ
一

ε 曲線 の 延 性 化 は H ／ D が

小 さ い ほ ど 著 しい 。　こ の 傾 向 は ，帯

筋 で 拘 束 さ れ た ユン タ リ
ー

ト で は 同

一
帯 筋 量 で あ って も そ の ピ ッ チ が 小

さ い ほ ど 靱 性 が 大 き く k る 現 象 と一

致 す る。た だ し，端 面 拘 束 を 受 け な

い 供 試 体 の σ
一

ε 曲線 に も H ／ D の 滅

爵 ll
，

量：　　 　 阜：
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ガ 諭
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（a ）HレD の 影響（W ／C＝0，55の場禽 ）　th）　W．／℃の影響（H／D＝工の 場 合）

図
一4 　　端面 摩擦勁 果 の ひ ずみ レ ペ ル によ る変化状況

　 　 　 　 　 　 　 　 　表
一3 　 3 軸 圧 縮 実 験 の 概 要

少 に 伴 う延 性 化 が み られ る こ とが 注 目 さ れ る。
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図 一5 　 応力 下降 域に お ける 端面 摩

　 　 　 擦効果 の 変化 状況 （H／D ≡1

　 　 　 の場含）

　 4）1 軸 圧 縮 下 の σ
一

ε 曲 線 に 及 ぼ す 端 面 摩 擦 の 影 響

図
一4 （a ） お よ び （b ）に ，端 面 摩 擦 が a − e 関係 に 及 ぼ

す 効 果 を 端 面 拘束 力 に よ る 効 果 に 置 き 代 え た 場 合 の ，等

価 拘 束 応 力 （ffL）の ひ ず み レ ベ ル に よ る変 化 を示す。端 面 摩

擦 に よ る 拘 束 効 果 はH ／D の 減 少 と と も に 著 し く増 大 し ，

H／ D ＝1 の 場 合 ，ひ ず み が 約 1  × 10
．s
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き くな る 傾 向 が あ る こ と が 分 か る。こ れ ら の 拘 束 効 果 は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 裘一4 　 ネ ジ

’
切 り 鋼 欅 の 力 学 性 質

ひ ず み v ベ ル に よ っ て も 異 な b ，ひ ず み が 約 10× 10
一ヨ

を

超 え る と 同一耐 荷 能 力 を 与 え る 等 価 拘 束 応 力 の 値 は 減 少

す る 。 図
一5 に ，応 力 下 降 域 に teけ る 等 価 拘 束 応 力 （祝 ）

と黼 励 比 （b／ F
・
・
．
e： こ に ・F

・
： 端 面 摩擦 蒋 在 す 翻 〔一 ，

齢 槻 夛留 羇 職 識 謎 潔議 謡 畿 、
の 圧 縮 強 度 ）との 関 係 の

一
例 を 示 す 。 図 中 の よ う な 単 純 　　　　詮
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さ れ る と 仮 定 す れ ば ，iL と σ／Fc と は 比 例 関 係 に あ る は ず で あ る が ，本 実

験 結 果 で は ，W ／ C 豊 よ び H ／D にか か わ らず ，ほ ぼ 上 に 凸 の 関 係 とな っ た 。

こ の こ と か ら，高 ひ ず み 領 域 に お い て は ，ひ ず み の 進 行 に 伴 う動 摩 擦 係 数

の 低 下 が 生 じ て い る と 推 察 さ れ る。

3．　3 軸圧 縮実 験

3．1　 実 験 方 法

　 実 験 の 概 要 を 表
一3 に 示 す。実 験 要 因 と し て は ．水 セ メ ン 1一比 （W ／C ）．

供 試 体 の 高 さ
一

辺 長 比 （H ／D ），側 圧 （σ L ） th・　； び 端 面 摩 擦 を 取 り上 げ た 。

　 ユ）供 試 体 の 製 作 ； 供 試 体 は 所 定 の H ／ D を 有す る 断 面 が 10cm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

St

図
一6 　 3 軸 圧 縮 試 験 装 置

Bolt

D、G．

StrainMeter

× 10cm の 角 柱 体 沿 よ び 標 準 円 柱 体 と し た 。供 試 体 の 製 作 誇

よ び 養 生 方 法 は 端 面 拘 束 実 験 と 同 様 で あ る。

　 2）載 荷 齢 よ び 測 定 方 法 ： 供 試 体 端 面 の 鋼 輪 に よ る 分 離 型 の

横 拘 束 と全 側 面 へ の 一様 拘 束 の 効 果 を 比 較
・
検 討 す る た め ，

鋼 輪 と類 似 し た 載 荷 パ ス で 横 拘 束 力 を加 え うる 図 一6 の よ う

な 3 軸 圧 縮 試 験 装 置 を 試 作 した 。横 拘 束 用 の ネ ジ 切 り鋼 棒 の

力 学 性 質 を 表
一4 に 示 す。縦 （ε 1 ）方 向 の 載荷 に は 高 剛 性 試 験

機 を 使 用 し，ひ ず み 速 度 は 端 面 拘 束 実 験 と 同 様 と した 。

3．2　 実験 結 果 と そ の 考 察
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図
一7 　 3 軸 圧 縮 実 験 結 果

1）3 軸 圧 縮 実 験 結 果 ： 載 荷 方 向 の σ ・
−

e ・ 関 係 の 測 定 結 果 を 図
一7 （a ）

〜
（d ）に 示 す。た だ し ，横 拘 束 応 力 が 加
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わ り始 め る ま で は ，1 軸 下 の σ i
− ei （i・匸L2 ，3） §

関 係 を示 す もの と して 減 摩 材 等 の 存 在 に よ る 　一’a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 毛9

ひ ず み 測 定 誤差 を 修 正 し て あ る。図
一7 （a ）重

鳳 れ ば ．側 圧 が 5kg ／ 。 m
・

程 度 で も ・ 〃 zE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 囂
リ
ー

トの 靱 性 は 著 し く増 大 し て お 如 ，3 軸 圧 　 §

縮 の 効 果 が 顕 著 で あ る。ま た ，コ ン ク リ
ー

ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

の 横 ひ ず み は 側 圧 の 増 加 に 伴 い 比 例 的 に 減 少 　
゜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （b ）
し て い る。図

一7 （b ）に よ れ ば ，3 軸 圧 縮 下

　 4　　 　　 　 8　 　　 　 　 ユ2　　 　 　　16 　　 　　 　20
　 　 　 STRAIN 　〔x1D 凾］ 1

W ／ C の 影 饗 （ H／ D ；1 の 場合 ）

の σ 一 ε 1 曲 線 に 及 ぼ す W ／C の 影 響 は ユ 軸 圧 縮 下 の 場 合 と ほ ぼ 同 様 で あ り．通 常，

1 軸 載 荷 時 の 応 力 下 降 域 に み ら れ る Converging 　 branch　
9）

は ，側 圧 が 増 加 す る と

と もに 高 ひ ず み 域 へ 移 動 し て い る 、図
一7 （c ） に よ れ ば ，側 圧 が 8kg ／ cmZ

の と き，H ／D ＝1 の 供 試 体 か ら得 られ る σ r εエ 曲線 は H ／D ＝2 の 場 合 よ b 延 性

的 で ，1 軸 下 の σ 1
一

ε 1 曲 線 の 相 違 が そ の ま ま 現 わ れ て い る 。図
一7 （c ）お よび （d ）

に よれ ば ．の
一el 曲 線 に 及 ぼ す 端 面 摩 擦 の 影 響 は ，供 試 体 の H ／D が 小 さ い ほ ど ，

ま た 、摩 擦 面 が 多 い ほ ど顕 著 で あ る。ま た ，端 面 摩 擦 が 存 在す る 場 合 に は ，横
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鬯
］ 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （d ） 　端 面 摩 擦 の 影 唇 （H ／D ＝1 の 場 臼 ）

拘 束 用 の 鋼 棒 の 降 伏 が 遅 れ ，端 面 摩 擦 に よ って ユ ン ク リ
ー

トの 横 ひ ず み が 拘 束　図
『7

　　
3 軸 圧 縮 哭 験 va 果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
さ れ て い る こ と が 分 か る 。

　 2）分 離 型 と
一様 型 の 横 拘 束 効 果 の 相 互 比較 ： 端 面 拘 束 実 験 お よ び 3 軸 圧 縮 実

験 に よ って 得 ら れ た a 一ε 曲 線 （σ 一 ε 1 曲線 と 等 価 ）の 比 較 例 を 図
一8 （a ） 〜（c ＞

に示 す。図 一8 （a ） に よ れ ば ，H ／D ＝2 の 供 試 体 に つ い て は 端 面 拘 束 の 効 果 が

ほ と ん ど み ら れ な い の に 対 し ，一様 拘 束 の 場 合 に は ，k とえ 側 圧 が 小 さ い 場 合

結 果 と H ／D ＝2 の 供 試 体 の
一

様 拘 束 実 験 結 果 と を 比 較 した 図
一8 （b） に よれ ば ，

両 者 の σ
一

ε 曲 線 の 形 状 は 比 較 的 類 似 し て お り，分 離 型 拘 束 の 場 合 で も
一

様 拘 束 圧

の 約 70 ％ 程 度 の 効 果 が 現 わ れ て い る 。た だ し ，両 者 の 供 試 体 の H ／D が 相 違 す

る た め ．拘 束 圧 が ゼ ロ の 場 合 の σ
一

ε 関 係 は 相 違 し て い る 。一
方 ，図

一8 （c ）

は 両 者 の H／ D が 1 の 場 合 の 比 較 例 で あ る が ，分 離 型 拘 束 で は ，一様 拘 束 に 比 べ

て 等 価 拘 束 応 力 が 半 減 して い る ば か b で な く，ひ ず み の 進 行 に 伴 う 耐 荷 能 力 の

低 下 が 著 しい Q

4． む す び

　 1 軸 並 び に 3 軸 圧 縮 実 験 に よ って 得 られ る σ 一
ε 曲線 は ，端 面 摩 擦 の み な ら

ず 、供 試 体 の 形 状 ・
寸 法 に よ っ て も 著 し く 相 違 す る こ とに 留 意 す る 必 要 が あ る。

今 後 ，応 力 下 降 域 も 含 め た コ ン ク リ
ー

ト の 構 成 モ デ ル に つ い て 詳 細 に 検 討 す る

と と も に ．鋼 繊 維 補 強 コ ン ク リ ート や コ ン フ ァ イ ン ド コ ン ク 1J 一ト の 塑 性 変 形

挙 動 に 開 す る 解 析 的 検 討 を 行 う予 定 で あ る。
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